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■
趣
味
の
会
連
絡
会
議

各
趣
味
の
会
代
表
者
と
役

員
に
よ
る
連
絡
会
議
を
年
一

回
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

二
０
二
二
年
度
は
、
七
月

十
九
日
（
火
）
に
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
の

み
な
ら
ず
諸
事
情
に
よ
り
、

活
動
に
凹
凸
が
生
じ
て
は
い

ま
す
が
、
当
会
の
主
要
活
動

の
一
つ
で
あ
る
各
趣
味
の
会

の
活
動
が
継
続
出
来
る
よ
う
、

相
互
に
情
報
交
換
・
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

■
大
相
撲
名
古
屋
場
所
観
戦

二
四
名
の
参
加
に
て
七
月

二
０
日
（
水
）
に
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
熱

戦
の
連
続
で
大
相
撲
の
迫
力

と
醍
醐
味
を
充
分
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
と
の
感
想
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

■
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

こ
れ
ま
で
降
雨
に
よ
り
二

年
続
け
て
中
止
。
一
昨
年
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
隔
年

開
催
に
改
め
た
こ
と
も
重
な

り
四
年
振
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
十
月
十
六
日
湯
ノ

山
三
滝
川
周
遊
コ
ー
ス
八
キ

ロ
を
会
員
十

八
名
で
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
し

ま
し
た
。
当

日
は
、
秋
晴

れ
の
好
天
に

恵
ま
れ
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
と

温
泉
入
浴
を

し
て
健
康
づ

く
り
を
し
ま

し
た
。

■
工
場
地
域
美
化
活
動
参
加

十
二
月
十
日
に
労
働
組
合

主
催
の
三
重
工
場
周
辺
の
地

域
美
化
運
動
に
友
の
会
役
員

を
中
心
に
、
参
加
し
ま
し
た
。

入
会
十
年
対
象
者

い
な
べ
市

山
本

伸
一

さ
ん

四
日
市
市

笠
井

幹
雄

さ
ん

斉
藤

守

さ
ん

佐
藤

以
登
子
さ
ん

服
部

房
夫

さ
ん

平
塚

幸
夫

さ
ん

上
平

健

さ
ん

利
見

昇

さ
ん

信
国

辰
男

さ
ん

鈴
鹿
市坂

﨑

勝
治

さ
ん

加
賀

良
博

さ
ん

二
０
二
二
年

友
の
会
活
動
の

お
さ
ら
い
と

総
括

入
会
二
十
年
対
象
者

い
な
べ
市

伊
藤

し
ま
子
さ
ん

桑
名
市加

藤

英
樹

さ
ん

三
重
郡
菰
野
町

増
田

得
夫

さ
ん

四
日
市
市

一
海

利
孝

さ
ん

去
川

則
夫

さ
ん

牧
田

英
利

さ
ん

小
林

功

さ
ん

原
岡

靖

さ
ん

青
木

紀
幸

さ
ん

伊
藤

雅
樹

さ
ん

河
田

詔
二

さ
ん

平
尾

一
久

さ
ん

三
浦

礼
子

さ
ん

鈴
鹿
市向

井

豊

さ
ん

宮
崎

秀
夫

さ
ん

日
比

正
徳

さ
ん

吉
富

清

さ
ん

津
市

盛
武

安
芳

さ
ん

当
面
の
行
事
計
画
案

友
の
会
か
ら
の

『
お
知
ら
せ
』
❣

ま
だ
ま
だ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
方

が
、
少
な
い
為
、
四
面
に

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
友
の
会

だ
よ
り
を
見
て
み
よ
う
！
】
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
関
係
に
関
す

る
会
員
様
へ
の
お
知
ら
せ

●
「
会
員
有
志
に
よ
る
活
動

支
援
」
の
仕
組
み
を
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
は
、
趣
味
・

嗜
好
、
或
い
は
、
年
齢
・
体

力
に
応
じ
、
何
が
し
か
の
楽

し
み
を
持
ち
な
が
ら
、
豊
か

な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
日
々
を

送
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

現
在
、
趣
味
の
会
の
各
種

活
動
に
対
し
、
当
会
の
財
政

か
ら
活
動
に
対
す
る
支
援

（
補
助
金
支
給
）
を
年
一
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

二
０
二
一
年
度
よ
り
取
組

み
を
始
め
た
「
会
員
有
志
に

よ
る
活
動
へ
の
支
援
」
は
、

そ
の
対
象
範
囲
を
広
げ
、
一

人
で
も
多
く
の
会
員
の
方
々

に
当
会
か
ら
の
支
援
（
補
助

金
）
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
為
に
は
、
一
定
の
条

件
と
所
定
の
用
紙
に
て
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
申
請
し
て
頂

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
是

非
多
く
の
会
員
が
積
極
的
に

ご
活
用
頂
け
る
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

補
助
金
の
支
給
は
一
回
限

り
で
は
な
く
、
補
助
の
対
象

と
な
る
活
動
を
継
続
し
、
毎

年
申
請
頂
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

補
助
金
も
毎
年
受
給
で
き
る

仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。
僅

か
な
金
額
（
一
人
五
百
円
）

で
は
あ
り
ま
す
が
、
塵
も
積

も
れ
ば
山
と
な
る
如
く
で
す
。

三
年
・
五
年
の
ス
パ
ン
で
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
価
値

の
あ
る
仕
組
み
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
是
非
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

二
０
二
一
年
度
行
事
と
し

て
二
０
二
二
年
三
月
に
開
催

す
る
計
画
で
お
り
ま
し
た
が
、

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
塩
浜
が
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
使
用
で
き
ず
、

四
月
九
日
（
土
）
に
延
期
の

上
、
同
会
場

に
て
三
七
名

の
会
員
参
加

を
得
て
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
好

天
候
に
恵
ま

れ
、
和
気
あ

い
あ
い
な
が

ら
も
熱
気
溢

れ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

■
第
四
四
回
定
期
総
会

二
０
二
二
年
五
月
二
八
日

（
土
）
四
日
市
市
文
化
会
館

に
於
い
て
、
三
年
振
り
と
な

る
定
期
総
会
を
一
二
０
名
を

超
え
る
会
員
の
出
席
の
も
と
、

密
に
な
ら
な
い
席
の
配
置
、

検
温
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス

ク
着
用
、
会
場
の
換
気
等
、

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、

予
定
通
り
の
議
事
進
行
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の

大
会
の
設
営
・
運
営
面
に
関

す
る
改
善
点
・
反
省
点
も
幾

つ
か
顕
在
化
し
ま
し
た
。

次
回
以
降
の
定
期
総
会
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

■
三
重
工
場
見
学
会

工
場
の
ご
理
解
を
得
て
、

二
０
二
一
年
度
よ
り
隔
年
に

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

当
初
一
昨
年
十
月
頃
の
開
催

を
計
画
し
て
お

り
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
翌
年
三
月
に

延
期
。
更
な
る

延
期
を
経
て
二

０
二
二
年
六
月

十
五
日
（
水
）

に
会
員
二
九
名

の
参
加
を
得
て

二
０
二
一
年
度

行
事
と
し
て
実

施
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

■
会
員
有
志
に
よ
る

活
動
へ
の
支
援

入
会
十
年
・
二
十
年
と
同

様
、
二
０
二
一
年
度
か
ら
取

組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て

は
二
０
二
一
年
度
［
一
件
］

の
申
請
、
二
０
二
二
年
度

［
二
件
］
の
申
請
（
二
０
二

二
年
十
二
月
末
時
点
）
と

な
っ
て
お
り
、
極
め
て
低
調

な
結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

下
段
の
『
友
の
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
』
欄
に
本
取
組
み

の
趣
旨
・
狙
い
等
を
含
め
、

改
め
て
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
是
非
、
会
員
各
位
か
ら

数
多
く
の
申
請
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

★
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ

り
、
行
事
等
の
中
止
或
い
は

延
期
と
さ
せ
て
頂
く
場
合
が

あ
り
ま
す
が
、
次
の
活
動
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

●
鈴
鹿
工
場
見
学
会
の

開
催
に
つ
い
て

二
０
二
二
年
度
の
行
事
と
し

て
「
鈴
鹿
工
場
見
学
会
」
を

計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

三
月
ま
で
の
間
に
開
催
す
る

こ
と
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
年
度
を
ま
た
い
で

の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
四
月
か
ら
六
月
の
間

で
開
催
が
で
き
る
よ
う
鈴
鹿

工
場
と
相
談
中
で
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
ご
案
内

で
き
る
よ
う
に
な
り
次
第
、

改
め
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

●
『
長
寿
祝
い
会
員
宅

へ
の
お
届
け
』

昨
年
満
八
八
歳
の
米
寿
を

迎
え
ら
れ
た
会
員
の
方
に
会

則
に
定
め
る
お
祝
い
を
お
贈

り
し
ま
す
。
（
一
月
末
ま
で

に
役
員
が
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
に
あ
が
り
ま
す
。
）

尚
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
の
お
名
前
を
第
四
面
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
『
第
四
五
回

定
期
総
会
』
の
開
催

設
立
四
五
年
記
念
総
会
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
次
号

の
友
の
会
だ
よ
り
等
に
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

是
非
出
席
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

【
期

日
】

令
和
五
年
五
月
二
四
日

【
会

場
】

四
日
市
市
文
化
会
館

【
開
始
時
刻
】

午
後
二
時
よ
り

【
内
容
案
】

第
一
部

定
期
総
会

第
二
部

ｱ
ﾄ
ﾗ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ

第
三
部

懇
親
会

●
『
大
相
撲
名
古
屋
場
所

観
戦
』
の
開
催

同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
頂

き
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
期

日
】

令
和
五
年
七
月
十
九
日

【
定

員
】

七
枡
二
八
名

（
家
族
友
人
含
む
先
着
順
）

●
友
の
会
だ
よ
り
の
発
行

一
一
六
号

四
月

一
一
七
号

八
月

■
入
会
二
十
年
・
十
年
の

節
目
を
迎
え
る
会
員

へ
の
記
念
品
の
贈
呈

永
く
当
会
会
員
と
し
て
継

続
し
て
頂
き
、
当
会
の
目
的

で
あ
る
「
豊
か
な
熟
年
生
活

向
上
」
へ
の
一
助
と
し
て
役

立
て
て
頂
く
為
に
、
入
会
十

年
・
二
十
年
の
節
目
と
な
る

年
度
に
記
念
品
を
お
贈
り
す

る
取
組
み
を
二
０
二
一
年
度

か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

二
０
二
二
年
度
は
、
入
会

二
十
年
「
十
八
名
」
、
入
会

十
年
「
十
一
名
」
の
会
員
の

方
々
に
記
念
品
を
贈
ら
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

前
号
ま
で
の
友
の
会
だ
よ

り
に
掲
載
し
ま
し
た
内
容
と

重
複
す
る
箇
所
も
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
一
年
間
の
活
動
の

振
り
返
り
と
総
括
を
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
二
０
二
二
年
も
、
第

六
波
・
第
七
波
の
感
染
拡
大

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
脅
威
に
明
け
暮
れ
た
一
年

で
し
た
。
特
に
、
第
七
波
で

は
、
ピ
ー
ク
時
の
新
規
感
染

者
数
が
日
当
り
二
六
万
人

（
全
国
規
模
）
に
達
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
減
少
に
転
じ
た

も
の
の
、
昨
年
十
一
月
過
ぎ

か
ら
は
再
び
増
加
傾
向
が
続

き
、
本
紙
面
編
集
作
業
時
の

十
一
月
中
旬
に
は
第
八
波
の

感
染
拡
大
が
危
惧
さ
れ
る
状

況
と
な
る
等
、
収
束
へ
の
先

行
き
は
依
然
不
透
明
な
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

我
々
友
の
会
も
、
一
昨
年

ま
で
と
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
当

初
の
活
動
計
画
に
近
い
諸
活

動
を
昨
年
一
年
間
推
し
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

三
重
工
場
納
涼
祭
り
中
止

の
為
、
参
加
が
叶
わ
な
か
っ

た
行
事
も
あ
り
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
及
び
三

重
工
場
見
学
会
は
、
実
施
期

日
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

年
度
を
ま
た
が
っ
て
の
開
催

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

た
だ
、
当
会
の
最
も
重
要

な
行
事
で
あ
る
定
期
総
会
を

三
年
振
り
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
実
施
で
き
た
活

動
・
行
事
を
中
心
に
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。


